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とちぶん会報 №78        2024年 12月 20日 

  栃木県文芸家協会 発行人 福田 三男 
      事務局／栃木県宇都宮市立伏町 462-56 吉田 稔  

 

朝明第 13号が発刊 
 朝明第 13 号(発行日:2025 年 1 月 1 日)が、当初の予定どおり発行されました。発行部数は 320 部で

す。会員各位には同封したとおり 2冊送付します。これから迎える年末年始、会員がペンを執った作品

の数々にゆっくり目を通して味わっていただきたいと思います。 

 第 13 号が発行されたことにより、前号の第 12 号はバックナンバーとなり、作品を電子化(PDF 化)し

て協会ホームページにアップロードされます。これによって、インターネット環境のある方はどこから

でも朝明第 12 号の全作品を閲覧することが可能となります。電子化されたバックナンバーは第 8 号か

らから始まり、これで合計 5号分が閲覧可能となります。アップロードについては、ホームページのト

ピックスでお知らせいたします。 
 

※ 追加注文のご案内 

追加注文を希望する場合は 

・同封した合評会の出欠返信ハガキ 

・事務局へのメール(アドレス:hmikami1@outlook.jp) 

・電話 事務局長吉田宛 070-8477-6211 

のいずれかの方法でご注文ください。在庫がある限り先着順で承ります。（１冊 1,500円） 

 

朝明第 13号への意見・感想について 
 朝明第 13号へのご意見・ご感想をお寄せください。同封した合評会の出欠返信ハガキに書き添えてい

ただくか、事務局へのメール(アドレス:hmikami1@outlook.jp)でも構いません。 

いただいたご意見等は、整理して来年１月 12 日(日)に開催する合評会において資料配付する予定で

す。次号編集への参考にもなりますので、よろしくお願いいたします。 

 

朝明第 13号合評会・新春懇親会を開催します 
 朝明第 13号合評会について、例年と同様、以下のとおり開催することとなりました。会員の積極的な

参加をお願いいたします。合評会終了後には新春懇親会を催します。飲みながら食べながら、楽しく歓

談の時間を過ごしたいと考えております。 

〇 日時 令和 6年 1月 12日(日)  

【合評会】午後 1時 30分～3時    栃木県教育会館小会議室（宇都宮市駒生 1-1-6） 

【新春懇親会】午後 3時 30分～17時  コンセーレ 

                 JR宇都宮駅方面から関東バス「作新学院駒生」行きに乗車し 

「東中丸(コンセーレ前)バス停」下車     

駐車場有り 

〇 会費 新春懇親会 5,500円(当日支払い、無断キャンセルした場合は実費を請求します) 

※ 同封した出欠の返信ハガキを 1月 7日(火)までに、こやま編集委員長宛に必ず送付してください。 
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11月 10日～11日に秋の懇親旅行を開催(南平台温泉ホテル) 
 今年も秋季懇親旅行を企画し、11月 10日(日)～11日(月)に無事開催しました。9名の会員が参加し、

栃木県那珂川町の「馬頭温泉郷 南平台温泉ホテル」に宿泊しました。 

 

 初日は、南平台温泉みなみ座観劇・舞踊ショーなど楽しみ、宿泊後は地元の観光など、充実した 2日間

でした。今回も高杉副会長のご厚意により特別価格で企画していただき、参加しやすいよう日曜日だけ

の日帰りプランも用意していただきました。 

 

第 3回編集会議を開催、朝明第 13号は校正・印刷へ 
朝明第 13号発行に係る第 3回編集会議は、11月 8日(金)午後 3時から「おかりや」にて開催されまし

た。6名の編集委員が出席しました。 

 

印刷会社から届いた初校ゲラを各部門の編集委員に配付し、初校は各編集委員が分担して行いました。

二校はすべて編集委員長が行って責了とすることが了承されました。表紙デザインについても最終確認

が行われました。 

 

 

～～～事務局通信～～～ 

 会員の皆さま、編集委員の皆さまのご協力のおかげで、朝明 13号が発刊されました。時間を割き、精力的にペン

を執って書き上げた熱意の感じられる作品が集まりました。テーマであった「かけがえのない言葉」は読み応えの

あり、考えさせられるものが並んでいます。それぞれに人生を振り返りながら、未来を考える機会になったのでは

ないでしょうか。 

 初めての事務局長を担当して半年が経過しました。ご協力に感謝するとともに、まだお会いしたことのない方も

たくさんいらっしゃいます。少しずつですが親交を深めていって、協会に貢献できるように成長していきたいと思

います。 

 引き続きよろしくお願いします。（吉田） 


